
 

         全国公立学校教頭会通信３ 全国大会 
               

          き ず な 
                           

  

第 1A分科会 研究課題「教育課程に関する課題」 

■提言者 福島県両沼地区教頭会 会津坂下町立坂下南小学校 教頭 大関 貴之 先生 

■提言テーマ  地域が抱える課題を共有し、解決に向けた教育課程の工夫 

－「地域とともにある学校」を実現するための地域との協働体制の構築を通した 

「会津ならでは」の学校づくりを目指して－ 

■概要 

 はじめに、研究部より札幌大会の趣旨と研究協議の視点について説明があった。その後、「地域

とともにある学校」の実現に向け、地域の課題と学校との関わりについて、両沼地区の学校の実

践例を基に、教育課程の工夫と教頭の関わりが提案された。 

     
■「質疑応答」・・・・・・地域との関わりにおける教頭の負担感、地域推進委員と地域コーディ

ネーターの違い 

 協議の柱 「校種間の連携と持続可能な地域協働体制を確立するための副校長・教頭の役割」 

 

■「グループ協議発表内容」・・地域が抱える課題、教頭の役割や負担感、校種間連携、学校間の

違い、持続可能な地域協働体制、幼小連携、教育委員会との連携、

教頭間の連携、地域連携に関わる教職員（主任層）の意識改革 

■指導・助言 

 

 

 

 

 

                       

 

○北海道教育庁学校教育局義務教育課義務教育指導係主査 佐藤 鮎美 先生 

・教育課程を構想するうえで、「なぜその学びが必要なのか」という目的を常に問い続ける。 

・柔軟な教育課程について、「目的（なぜその学びが必要なのか）があるからこそ、時間を決める」 

・校種間連携（小中一貫）の目的は、子どもの学びや成長にどのようにつながるのかを考える。 

・地域連携は、その地域だからこそできる学びを考える。 

〇徳島県鳴門市立里浦小学校 校長 藤長 あかね 先生 

・人とつながることが大切。地域の人と仲良くなる、そこからスタートする。 

・地域と連携する目的を明確にする。 

・地域との関係づくりを大切にする。 

・無理に連携を進めると負担感が増える。教頭は連携の軸となり、その他は任せることも大切。 
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第１A分科会 研究課題「教育課程に関する課題」 

■提言者 北海道小樽市教頭会 小樽市立忍路中央小学校 教頭 古舘 幸恵 先生 

■提言テーマ  主体的に学び小樽の未来を創る豊かな人づくりを目指す活力ある学校づくり 

  －カリキュラム・マネジメントを軸とした学校改善を図るために教頭はどう関わるか－ 

■概要 

小樽市教頭会では、中学校区を基本とした３ブロックを単位として、「信頼される学校づくりに

資する教育課程の工夫」「小中一貫教育の充実」に重点が置かれている。教頭の関与計画、その

実践や成果、小樽市の中学校区連携型コミュニティ・スクールの実践が提言された。 

       
■「質疑応答」・・・・・・アンケート結果の数値について、小中一貫の進め方、小中連携の時間

の捻出、小中の目標をそろえる方法、校長会との連携 

 

協議の柱 信頼される学校づくりに資する小中９年間の教育課程の工夫と副校長・教頭の関与 

 

■グループ協議発表内容 

 地域連携担当者（教務主任等）について、学年団をつくり交流を図ること、地域の関わりと子

どもたちの安全・安心、学校運営協議会の活用、学校と地域との情報交流の在り方、地域も関わる

不登校対応、小中９年間の教育課程の工夫、学び方の系統性・サイクルの共有、総合的な学習の時

間の積み上げ方、小中で統一した取組 

       
■指導・助言 

○北海道教育庁学校教育局義務教育課義務教育指導係主査 佐藤 鮎美 先生 

 ・子どもたちの声を授業に生かす 

 ・「何を実施したか」ではなく、子どもが「どのように変わったか」「どのような資質・能力が身

に付いたか」という結果に目を向けることが大切 

 ・カリキュラム・マネジメントは、作ること自体が目的ではなく、地域や子どもの状況に応じて

検証し、いつでも見直し・改善していく意識を持つことが大切 

■総括 １．子どもの姿を中心に据える ２．教頭自身が学び続ける ３．学校づくりを楽しむ 

 

〇徳島県鳴門市立里浦小学校 校長 藤長 あかね 先生 

 ・９年間を見通した教育課程は、やはり授業が大切 

 ・学んだことを伝える場、発表する場を設けることで、学びが身に付き、地域の課題解決につな

がる 

 ・確かな学力を身に付けることで信頼を得る 

 ・生成 AIを適切に使える子どもを育てる教育が必要 

■総括 １．研修などで学びの場を大切にする ２．教頭の多忙の要因を整理する  

３．学び続けることが大切 


